
 (様式３) 

令和７年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立桑津小学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

２ 年度目標ごとの評価 

年度目標  
達成

状況 

【安全・安心な教育の推進】 

① 令和７年度の小学校学力経年調査における「いじめは、どんな理由があってもい

けないことだと思いますか」に対して、最も肯定的な「そう思う」と回答する児

童の割合を 81％以上にする。 

本校 R6 年度 80.2％ R7 年度 79.5％ 

 

② 年度末の校内調査において、不登校児童の在籍比率を毎年前年度より減少させ

る。 

本校 R6 年度 1.41％ R7 年度 2.32％ 

 

③ 令和７年度末の校内児童アンケートの「学校へ行く（来る）のが楽しい」の項目

の肯定的な回答の割合を毎年前年度よりも増加させる。 

本校 R6 年度 低学年 83％ 高学年 78％ 

   R7 年度 低学年 85％ 高学年 76％ 
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 本年度学校の自己評価結果は概ね妥当である。 

 本年度も「安全・安心」「学力・体力の向上」「教育環境の充実」について学校は教職員が一丸となって様々な取り組

みを行ってきた。「全国学力・学習状況調査」「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」及び「学校評価アンケート」な

どの検証資料より、学校が子どもたち一人一人に応じた指導・支援を工夫し、効果的な教育活動を行ってきたことが評

価できる。 

  



 

年度目標 
達成

状況 

【未来を切り拓く学力・体力の向上】 

④ 令和７年度末小学校学力経年調査における算数の全国対比を、同一母集団におい

て経年的に比較し、いずれの学年も前年度より 0.01 ポイント向上させる。 

本校 R6 年度 算数 3 年 1.07  4 年 1.10 5 年 0.87 

   R7 年度 算数４年 1.02 5 年 1.05 6 年 0.96 

          （-0.05） （-0.05） （+0.09） 

 

⑤ 令和７年度末小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やス

ポーツをすることは好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」を回答する児

童の割合を 70％以上にする。 

本校 R6 年度 68.2％  R7 年度 69.2％ 

 

B 

 

 

年度目標 
達成

状況 

【学びを支える教育環境の充実】 

⑥ 授業日において、児童の８割以上が学習用端末を活用した日数が、年間授業日の

50％以上にする。〔ただし、事務局が定める学校行事等ＩＣＴ活用が適さない日

数を除く〕 

本校 R6 年度 25％  R7 年度 75％ 

 

⑦ 令和７年度の「学校園における働き方改革推進プラン」に掲げる教員の勤務時間

の上限に関する基準１を満たす教員の割合を 55％以上にする。 

（基準 1：1 か月の時間外勤務時間が 45 時間以内かつ 1 年間の時間外勤務時間 360

時間以内） 

本校 R6 年度 43.6％ R7 年度 53.9％ 

 

B 

 

３ 今後の学校運営についての意見 

 

 

○「学校が楽しい。」と思えることは子どもの学習意欲を支える根底であるので、多くの子どもたちが「今

日も一日楽しかった。」と思えるようにしてもらいたい。 

〇子どもの安全を確保しながら活動に取り組んでいきたい。 


